
 

 

 

 

 

 

第３回所沢市放課後児童対策協議会 
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令和４年５月２６日 



 

 

様式１号 

会 議 録 

会 議 の 名 称 第３回所沢市放課後児童対策協議会 

開 催 日 時 
令和４年５月２６日（木） 

午後２時１５分から 午後４時３０分まで 

開 催 場 所 市庁舎 高層棟６階 ６０１会議室 

出席者の氏名 （会議録別表１）のとおり 

欠席者の氏名 喜多濃 定人  関根 祐一 

説明者の職・氏名  

議 題 

（１）所沢市放課後こども健全育成基本方針における重点事業の進捗

管理について 

（２）子ども・子育て支援事業計画について（中間年の見直し） 

（３）諮問事項について 

（４）その他 

会 議 資 料 

資料１－１ 令和２年度進捗状況（個票）重点事業１～６ 

資料１－２ 「所沢市放課後児童クラブ入所のしおり」 

資料１－３ 「所沢市放課後支援事業『ほうかごところ』実施校」 

資料１－４ 「所沢市こども相談センターごあんない」 

資料１－５ 「所沢郷土かるた解説集」 

資料２－１ 子ども・子育て支援事業計画中間見直しについて 

資料２－２ 子ども・子育て支援事業計画（抜粋） 

資料２－３ 令和２年度～令和６年度までの５か年の計画の算出方法

について 

資料３－１ 諮問事項について 

資料３－２ 中富ほうかご広場案内 

資料３－３ 中富小学校放課後児童対策一体運営事業 業務仕様書 

担 当 部 課 名 

こども未来部青少年課 

こども未来部長   町田 真治 

こども未来部次長  市來 広美 

青少年課  課長  三上 佳明   

主査  相笠 豊 

主査  猪合 拓馬   

主任  菊地 恭平 

電話 ０４（２９９８）９１０３ 



 

 

 

 

（会議録別表１） 

 

所沢市放課後児童対策協議会委員 名簿 

 

 

 種別 名前 出欠 所属等 

1 

(1)公募による市民 

森 村
もりむら

 歩美
あゆみ

 出席 公募 

2 石 渡
いしわた

 有香里
ゆかり

 出席 公募 

3 

(2)関係団体の代表

者 

高田
たかだ

 美智子
みちこ

 出席 
民生委員・児童委員連合会 

（吾妻地区会長） 

4 仲
なか

 貴士
たかし

 出席 
ＰＴＡ連合会 

（上新井小学校ＰＴＡ会長） 

5 宮 寺
みやでら

 敏雄
としお

 出席 所沢市スポーツ協会 

6 中 村
なかむら

 やよひ
やよい

 出席 所沢市文化団体連合会 

7 喜多濃
きたの

 定人
さだと

 欠席 
放課後児童健全育成事業者 

（社会福祉法人光輪会） 

8 
(3)知識経験を有す

る者 

小沢
おざわ

 貞
さだ

泰
やす

 出席 入間地区社会教育協議会 

9 笹井
ささい

 宏
ひろ

益
み

 出席 玉川大学学術研究所特任教授 

10 
(4)所沢市立小学校

の校長 
関根
せきね

 祐 一
ゆういち

 欠席 
所沢市立小中学校校長会 

（所沢市立北小学校長） 
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様式第２号 

発言者 審議の内容（審議経過・決定事項等） 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会長 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会長 

 

 

 

 

 

 

１ 開 会  

□ 委員の変更 

小中学校校長会からの委員が「北小学校の関根祐一校長」に変更となった。 

 

□ 事務局紹介 

異動による事務局職員の変更を報告。 

～事務局挨拶～ 

 

□ 傍聴者確認（傍聴者０名） 

 

□ 会議資料の確認 

 

□ 会長挨拶 

 

□ 資料の確認 

 

□ 会議成立の報告 

欠席者２名、出席委員８名、委員総数の過半数を超えていることを確認し、

会議が成立したことを報告。 

 

２ 議 事 

（１） 所沢市放課後こども健全育成基本方針における重点事業に関する

進捗管理について 

（２） 子ども・子育て支援事業計画について（中間年の見直し） 

（３） 諮問事項について 

（４）その他 

 

（１） 所沢市放課後こども健全育成基本方針における重点事業に関する

進捗管理について 

議事１「所沢市放課後こども健全育成基本方針における重点事業に関す

る進捗管理」について、重点事業１～６の令和２年度の進捗管理を事務局

より説明をお願いする。また、本議事については質疑応答を実施しない。 

なお、令和３年度の進捗管理と質疑については、次回の第４回所沢市放

課後児童対策協議会で各事業の担当課から行う予定である。 
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事務局 

 

 

会長 

 

委員一同 

 

会長 

 

 

会長 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

会長 

 

 

委員 

 

 

事務局 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

～事務局より、資料１－１に基づき重点事業１～６に関する令和２年度分

の進捗状況について説明～ 

 

議事１について説明があったが、今確認をしておきたいことはあるか。 

 

特に無し。 

 

それでは、議事１については、以上とする。 

 

（２）子ども・子育て支援事業計画について（中間年の見直し） 

続いて、議事２「子ども・子育て支援事業計画について（中間年の見直

し）」について、事務局より説明をお願いする。 

 

～事務局より、「子ども・子育て支援事業計画について（中間年の見直し）」 

について資料２－１～資料２－３に基づき説明～ 

また、所沢市が計画策定時に独自で採用している「実利用率」という係

数について、事務局の提案する「案Ａ（計画策定時の実利用率）７２．３％」

「案Ｂ（最も実利用率が高いクラブの率）８４．５％」「その他の意見」

のいずれを中間見直しの数値として採用するべきか審議し、決定していた

だきたい。 

 

事務局より「子ども・子育て支援事業計画における中間年の見直し」に

ついて説明があったが、質問・意見はあるか。 

 

実利用率について。クラブに登録をしているのに、登所しない児童はい

るのか。 

 

習い事のある日や、親の就労がない日等、毎日児童クラブを利用しない

児童は一定数いる。 

実利用率の算出については、登所人数が極端に少ない土曜日を除いた平

日のみ集計して算出している。 

 

利用実態に合わせて施設整備計画を立てることが重要である。登録をし

ておけば席が確保されるため、夏休み利用のために利用頻度の少ない児童

の登録があるのも事実である。そうした児童も含めて施設整備計画を立て

てしまうと、維持管理等に不要なコストがかかり、将来的にしわ寄せが児
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事務局 

 

 

 

委員 

 

委員 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

事務局 

 

 

委員 

 

 

委員 

 

 

 

会長 

童にかかる。そうしたことを防ぐためにも、実態に合わせた整備計画を立

てる必要があるため、実利用率を採用している。 

計画を策定した際に用いた実利用率で施設整備をしたところ、計画を上

回る供給量を確保できたが、中間年に差し掛かり、現在採用している実利

用率が妥当なのかどうかを検討する必要がある。 

 

児童数の将来推計を見ると、将来的に児童数が減少することがわかって

いる。将来推計を見据えて施設整備計画を立てていく必要があるため、実

利用率をどのようにすべきか、ご協議いただきたい。 

 

学区毎に需要が異なるため、実態に合わせて施設整備を進めてほしい。 

 

今回、計画の数値が修正された際に、誰が把握して誰のために活用され

ていくのか。 

 

量の見込みと確保の内容は、第２期所沢市子ども・子育て支援事業計画

に記載されているもので、本計画は子ども子育て会議の中で進捗管理をし

ている。 

本議事で計画が修正された場合、それに合わせて施設整備ができている

か等の進捗管理は、子ども子育て会議の中で管理することになる。 

また、本協議会は子ども子育て会議の中の、放課後児童健全育成事業の

計画策定の専門機関として意見をいただく場となっている。 

 

中間見直しの数字は一般市民に公表されるものなのか。 

 

計画が見直された場合、子ども子育て会議で諮った後に、市のホームペ

ージにて公表される。 

 

一人でも多く受け入れることができるのであれば、案Ｂを採用してほし

い。 

 

案Ｂがいいと思うが、クラスが増えている、区画整理が進められている

地域等、今後児童数が増えることが見越せる地域を重点的に整備を進めて

ほしい。 

 

中間見直しの数字について、今、決定する必要があるか。 
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事務局 

 

 

委員一同 

 

会長 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

会長 

 

委員 

 

会長 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

会長 

 

 

委員 

 

８月の子ども子育て会議で報告する必要があるため、本日の協議会で方

向性を決定してほしい。 

 

案Ｂを推す。 

 

それでは、案Ｂということで決定する。 

 

案Ｂで意見がまとまったことを受けて、資料２－１の１０Ｐの「確保の

内容（中間見直し）」について提案をしたい。 

案Ｂを採用した場合、１０Ｐの計画最終年度（令和６年度）の「量の見

込み（中間見直し）」が３，０７７人となるが、今現在市が計画している

「確保の内容（中間見直し）」は２，９８２人と、９５人分不足している。 

最終年度に目標を達成するために、令和５年度に９５名増分の施設整備を

実施し、令和６年度の確保の内容を３，０７７人に上方修正することを市

の達成目標として提案したい。 

 

本提案について、何か意見はあるか。 

 

意見無し。 

 

それでは、本提案を採用し議事２については終了とする。 

 

（３）諮問について 

続いて、議事３「諮問事項」について、事務局より説明をお願いする。 

 

～事務局より、諮問事項について、資料３－１～資料３－３に基づき、事

務局より説明～ 

また、放課後児童対策一体運営事業の目指すべき今後の方向性につい

て、７月１日を期限に「ご意見シート」を提出していただくよう依頼をし

た。 

 

事務局より「諮問事項」について説明があったが、何か質問・意見はあ

るか。 

 

上新井小学校のＰＴＡを務めているが、保護者からほうかごところのよ

うな学童以外の預け先の整備を希望する意見が寄せられている。今後、設
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事務局 

 

 

 

委員 

 

 

事務局 

 

 

 

委員 

 

 

 

事務局 

 

 

 

委員 

 

事務局 

 

 

 

会長 

 

委員 

 

会長 

 

 

置していけたらと考えているが、設置・運営する場合に、どのような基準

があるのか示してほしい。基準がないようであれば、今後定めてもらうこ

とは可能か。 

 

今回の諮問は、中富小で実施している一体運営事業のことであり、他校

で同様の事業を実施する上での課題等あれば、ご意見シート内の「事業の

普及について」欄にご記入いただければと思う。 

 

一体運営事業の運営について、今までトラブルはあったか。また、市で

把握している問題点はあるか。 

 

大きなトラブルは発生していない。他校への普及を進めるうえで、児童

の見守りや支援に関しても、より地域を巻き込んだ運営をすることでコス

トを下げる必要があると考えている。 

 

地域を巻き込むという話が出たが、どこのほうかごところもスタッフに

変化がない、退職者が出た時に新しいスタッフがなかなか見つからないと

いった問題がある。人材の確保について市は何か考えているか。 

 

見守りだけだとスタッフが集まりにくいと考えている。地域のスポーツ

団体や文化団体等の協力を得て、子どもも大人も楽しめる事業とすること

で、新たな人材を確保できればと考えている。 

 

一体運営事業がなかなか普及しないのは、どこに問題があるか。 

 

地域立、地域の理解と協力、学校の協力、スタッフの確保、運営費用な

ど様々な問題があるかと思う。諸々の問題点を解決するために意見をいた

だきたい。 

 

他に質問・意見はあるか。 

 

特に無し。 

 

それでは、議事３については以上とする。 

続いて議事４「その他」について、事務局より説明をお願いする。 
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事務局 

 

 

会長 

 

 

副会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

会長 

 

事務局 

 

 

 

 

議事４について、小沢委員に出席していただいている「所沢市子ども・

子育て会議」が５月１９日に開催されたのでその報告と、今後のスケジュ

ールについての２点ある。 

 

それでは１点目の「所沢市子ども・子育て会議」の報告について、小沢

副会長より報告をお願いする。 

 

令和３年度の第３回会議と、令和４年度の第１回会議について子ども・

子育て会議」の報告をする。 

令和３年度第３回会議は２月１４日（月）に開催予定だったが、蔓延防

止期間中のため会議は中止となった。会議に替わって、書面での開催とな

り、資料を郵送してもらい「子ども子育て支援事業計画」の見直し版に対

して各委員から意見の聴取がされた。 

続いて、令和４年度の第１回会議は５月１９日（木）に開催された。議

題が２つあり、１つ目の議事として、所沢市第２期子ども子育て支援事業

計画の令和３年度の進捗状況について、事業計画の１５項目の説明を各担

当課が行った。 

その中の１つである、放課後児童健全育成事業について紹介する。令和

３年度は令和４年度の開所に向けて、５つの児童クラブが学校施設を放課

後に一時利用するための施設整備を実施した。また、北野児童クラブが学

校校舎内に移転したことによって、合計２２８人の定員を新たに確保する

ことができたと担当課から説明があった。 

令和４年度の取組として４つの児童クラブで学校施設を放課後に一時

利用するための施設整備を行い、合計で１６０人分の定員を確保する予定

であることの報告があった。 

２つ目の議題として、ヤングケアラーについて委員同士でのディスカッ

ションが行われた。次回の子ども子育て会議でもヤングケアラーについて

引き続き取り上げる予定である。以上、所沢市子ども・子育て会議の報告

を終わりにする。 

 

続いて、今後のスケジュールについて事務局より説明をお願いする。 

 

議事（３）諮問事項についての意見提出について、７月１日（金）まで

の提出にご協力をお願いする。意見提出のために「ご意見シート」を配布

したが、この書式以外での提出も可能。提出の方法についても、郵送以外

にもメールやＦＡＸ等の方法でも可能である。 

提出された意見を事務局で集約し、第４回協議会で審議をする。第４回
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会長 

 

委員 

 

会長 

協議会は令和４年１０月に開催を予定している。日時が確定したら通知す

る。 

 

今後のスケジュールについて、何か質問があるか。 

 

特に無し。 

 

それでは、以上で本日の会議は終了とする。 

以上 

 


